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越
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六
十
巻
二
号

は 

じ 

め 

に

　

大
野
藩
は
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
三
月
、
蝦
夷
地
開
拓
の
た
め
の
探
査

を
実
施
し
た
。
こ
の
時
大
野
藩
西
方
大
樟
浦
の
金
次
郎
は
、
蝦
夷
地
調
査
隊
に

水
主
と
し
て
選
ば
れ
た
。
同
年
三
月
、小
浜
を
出
帆
し
海
路
に
て
松
前
に
着
船
。

口く
ち

蝦
夷
各
地
を
踏
査
し
、
八
月
二
九
日
敦
賀
に
戻
っ
て
く
る
ま
で
の
航
海
お
よ

び
口
蝦
夷
地
紀
行
を
記
録
し
た
。
そ
れ
が
「
蝦
夷
紀
行
」（

１
）で

あ
る
（
越
前
大
野

土
井
家
文
書
）。
本
稿
で
は
、
大
野
市
史
編
纂
室
長
加
藤
守
男
氏
の
ご
協
力
で

閲
覧
の
機
会
を
得
た
「
蝦
夷
紀
行
」
の
紹
介
を
す
る
。

　

そ
の
後
、
大
野
藩
は
大
野
丸
を
建
造
進
水
し
、
北
蝦
夷
樺
太
開
拓
の
実
行
に

至
る
の
で
あ
る
が
、
大
野
藩
西
方
（
西
潟
）
の
大
樟
浦･

小
樟
浦
が
ど
の
よ
う

な
関
わ
り･

役
割
を
果
た
し
た
か
、
ま
た
惣
督
内
山
隆
佐
や
早
川
五
左
衞
門
な

ど
探
索
隊
の
行
動
理
解
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
　
　

一　

当
時
の
幕
府
の
対
応
と
大
野
藩
蝦
夷
探
索

　

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
ア
メ
リ
カ
の
ペ
リ
ー
艦
隊
四
隻
が
浦
賀
に
来
航
し

た
。
既
に
一
八
世
紀
も
末
に
な
る
と
異
国
船
が
日
本
近
海
に
出
没
す
る
事
件
が

多
発
、
ロ
シ
ア
か
ら
も
薪
水
等
物
資
補
給
の
要
請
が
あ
る
な
ど
、
旧
来
の
ま
ま

の
鎖
国
政
策
維
持
は
次
第
に
困
難
に
な
っ
て
い
た
。

　

安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
三
月
、
幕
府
は
日
米
和
親
条
約
を
結
び
、
今
ま
で

の
長
崎
・
対
馬
・
薩
摩
・
蝦
夷
の
み
を
窓
口
と
し
て
い
た
鎖
国
政
策
を
改
め
開

国
に
踏
み
切
っ
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
、

　

○
下
田
・
函
館
を
避
難
港
と
し
て
開
港

　

○
最
恵
国
待
遇
の
付
与

　

○
領
事
ま
た
は
駐
在
の
許
可

　

○
薪
水
・
食
料
等
欠
乏
品
の
供
給

　

○
漂
流
民
の
救
助
と
保
護

金
次
郎
蝦
夷
紀
行

岡　

田　

健　

彦
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岡
田　

金
次
郎
蝦
夷
紀
行

な
ど
で
あ
っ
た（

２
）。

　

ロ
シ
ア
と
も
そ
の
年
の
一
二
月
二
一
日
、
日
露
和
親
条
約
を
結
ぶ
に
至
る
。

二
ケ
月
後
の
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
二
月
下
旬
に
幕
府
は
蝦
夷
地
全
島
の
う

ち
旧
来
の
和
人
地
即
ち
松
前
城
下
と
そ
の
近
在
を
松
前
藩
に
の
こ
し
て
、
残
り

全
土
即
ち
口
蝦
夷
の
一
部
を
除
い
た
北
海
道
全
部
、
南
樺
太
、
ク
リ
シ
ナ
、
エ

ト
ロ
フ
両
島
を
再
び
幕
領
直
轄
地
（
第
二
次
）
に
決
定
し
た
。
ロ
シ
ア
の
南
進

お
よ
び
列
強
国
侵
入
へ
の
防
止
策
を
講
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
幕
府
は
蝦
夷

地
開
拓
の
必
要
性
か
ら
、
安
政
二
年
一
〇
月
、
諸
藩
に
開
拓
希
望
申
し
出
「
彼

の
地
へ
渡
海
・
開
墾
・
樹
芸
・
牧
畜
等
志
願
の
者
の
可
申
出
の
旨
」
の
触
れ
を

出
す
こ
と
と
な
る
。

　

大
野
藩
は
直
ち
に
対
応
、
安
政
三
年
一
月
、
推
進
担
当
に
な
っ
た
内
山
隆り

ゅ
う

佐す
け

は
、
幕
府
に
伺
書
並
び
に
開
墾
と
金
・
銀
・
鉱
の
試
掘
の
願
書
を
提
出
す
る（

３
）。

　

同
年
二
月
三
日
、
幕
府
か
ら
許
可
を
受
け
、
国
元
大
野
の
内
山
七
郎
右
衛
門

は
年
寄
役
・
蝦
夷
地
用
掛
、
内
山
隆
佐
は
年
寄
役
・
蝦
夷
地
惣
督
に
任
命
さ
れ

る
。
そ
し
て
蝦
夷
地
実
地
踏
査
隊
の
人
選
が
行
わ
れ
た
。
大
野
藩
の
決
断
は
早

く
実
行
敏
速
で
あ
っ
た
。
時
代
の
流
れ
を
的
確
に
受
け
止
め
る
進
取
の
素
地
が

既
に
で
き
上
が
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　

二　

蝦
夷
開
拓
の
人
選
と
出
発

　

内
山
惣
督
の
「
伺
い
書
案
」
に
人
選
基
準
に
つ
い
て
、
藩
士
か
ら
は
浅
山
八

郎
兵
衛
（
留
守
居
格
）・
奥
田
乙
右
衛
門
・
早
川
弥
五
左
衛
門
（
西
方
代
官
）（

４
）・

吉
田
拙
蔵
・
中
村
岱
佐
（
医
師
）・
鈴
木
準
次
等
が
選
ば
れ
、
更
に
銅
山
方
の

伊
藤
万
右
衛
門
は
じ
め
、「
金
銀
鉛
巧
者
の
徒
な
ら
び
に
田
畑
切
り
開
き
漁
撈

等
に
手
馴
れ
候
領
民
共
」
と
し
て
総
勢
三
〇
人
ほ
ど
が
選
任
さ
れ
た
。

　

次
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
。（
越
前
大
野
土
井
家
文
書
）

　
　
　
　

安
政
三
年
辰
二
月
廿
一
日

　
　

一
、
五
番
町
中
屋
治
右
衛
門
御
用
召
連
れ
罷
出
候
処

　
　
　
　

左
之
通

五
番
町
中
屋
治
右
衛
門

　
　
　

 

其
方
儀
、
今
般
蝦
夷
地
御
開
墾
御
目
論
見
ニ
付
、
金
銀
銅
鉄
為
相
見
分
、

彼
地
江
被
差
遣
候
、
依
而
自
今
馬
足
并
ニ
合
印
被
成
御
免
候

　
　
　
　

但 

、
彼
地
へ
詰
中
、
無
格
徒
士
之
御
取
扱
被
成
下
候
、
御
用
向
ハ
浅

山
八
郎
兵
衛･

奥
田
乙
右
衛
門
指
図
受
可
申
候

　

中
屋
治
右
衛
門
は
金
堀
師
で
、
金
銀
銅
鉛
場
の
見
分･

試
掘
を
す
る
役
目
で

あ
っ
た（

５
）。

身
分
は
「
徒
士
」
扱
と
す
る
、と
い
っ
て
い
る
。
選
ば
れ
た
者
に
は
、

こ
の
様
な
免
状
が
発
行
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
中
に
西
方
で
は
、
大
樟
浦
か
ら
金
次
郎
・
徳
兵
衛
、
小
樟
浦
か
ら
又
七
・

市
五
郎
そ
れ
に
佐
々
生
村
の
枝
村
で
あ
る
宇
田
村
の
勘
助
が
選
ば
れ
計
五
名
で

あ
っ
た
。

　

蝦
夷
地
開
拓
を
考
え
る
と
、
大
樟
・
小
樟
の
四
人
に
つ
い
て
は
水
主
と
し
て

の
採
用
で
あ
っ
た
が
、
実
際
は
漁
撈
や
合
物
等
の
水
産
加
工
ま
た
漁
商
に
も
通

じ
た
も
の
が
庄
屋
か
ら
推
薦
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
宇
田
村
の
勘
助
は
黒く

ろ
く
わ鍬

で

あ
っ
た
。
黒
鍬
と
は
堤
防
・
道
路
・
石
等
土
木
を
業
と
す
る
者
の
名
称
で
あ
る

が
、金
銀
銅
な
ど
の
探
索
に
ふ
さ
わ
し
い
者
と
し
て
選
ば
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

東
蝦
夷
地
と
西
蝦
夷
地
の
開
墾
及
び
金
銀
鉱
の
試
掘
を
当
面
の
見
分
計
画
と
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六
十
巻
二
号

し
た
が
、
幕
府
と
の
や
り
と
り
で
委
細
は
現
地
の
函
館
奉
行
の
指
示
に
従
う
こ

と
に
な
り
、
三
〇
名
ほ
ど
の
部
隊
編
成
と
な
っ
た
。

　

調
査
隊
は
二ふ

た

手て

に
分
か
れ
る
。
陸
路
江
戸
径
由
の
一
隊
は
惣
督
内
山
隆
佐
が
中

心
で
あ
る
。
も
う
一
隊
の
西
方
代
官
兼
海
防
主
任
早
川
弥
五
左
衛
門
・
吉
田
拙

蔵
等
一
三
名
は
海
路
を
と
っ
て
小
浜
か
ら
蝦
夷
地
に
向
か
う
こ
と
と
し
、
函
館
で

惣
督
部
隊
と
合
流
落
ち
合
う
こ
と
と
な
っ
た
。西
方
の
五
名
は
海
路
隊
で
あ
っ
た
。

　

当
時
西
方
代
官
で
あ
っ
た
早
川
弥
五
左
衛
門
は
同
年
（
安
政
三
年
）
二
月

二
五
日
。
織
田
役
所
よ
り
小
浜
へ
行
き
、
小
浜
の
豪
商
古
河
屋
嘉
太
夫
の
世
話

で
志し

水み
ず

（
木
綿
屋
）
源
兵
衛
の
長
福
丸
（
一
二
〇
〇
石
積
、
船
頭
長
三
郎
）
に

蝦
夷
地
ま
で
の
便
船
航
行
を
依
頼
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
長
福
丸
は
西
蝦
夷
地

余よ

市い
ち

場ば

所し
ょ

請う
け
お
い
に
ん

負
人
で
あ
っ
た
竹
屋
（
林
彦
右
衛
門
）
の
雇
船
を
兼
ね
北
海
産
物

の
買
積
を
目
的
と
し
て
い
た
。

　

志
水
家
は
屋
号
を
木
綿
屋
と
い
い
、
代
々
源
兵
衛
を
称
し
た（

６
）。

江
戸
後
期
に

は
小
浜
町
で
一
番
の
廻
船
問
屋
と
な
り
、
町
年
寄
を
も
勤
め
た
家
で
あ
る
。
島

根
県
浜
田
湊
清
水
家
『
諸
国
御
客
船
帳
』
に
は
、
幕
末
期
長
福
丸
以
外
に
一
九

艘
の
千
石
船
の
船
主
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

船
頭
長
三
郎
は
道
口
浦
の
住
人
で
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
武
右
衛
門
家

の
生
ま
れ
で
あ
る
。
下
海
浦
宝
来
屋
の
宝
力
丸
（
七
〇
〇
石
積
九
人
乗
り
）
の

乗
組
員
で
あ
っ
た
。
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
九
月
、
蝦
夷
か
ら
薩
摩
へ
昆
布

輸
送
の
途
中
、
長
崎
沖
を
過
ぎ
た
頃
暴
風
海
難
に
遭
い
唐
国
（
清
国
）
揚
子
江

河
口
に
漂
着
、
翌
年
長
崎
径
由
で
無
事
生
還
一
〇
月
帰
国
を
す
る
。
の
ち
経
歴

を
か
わ
れ
て
、
志
水
源
兵
衛
に
取
り
立
て
ら
れ
船
頭
を
勤
め
る
。
晩
年
隠
居
し

て
山
口
武
右
衛
門
家
三
代
を
二
男
に
継
が
せ
自
分
は
別
家
し
、
慶
応
三
年
道
口

浦
の
最
後
の
庄
屋
を
務
め
た
と
い
う
。
明
治
三
年
、
七
五
歳
で
没
し
た
。
末
裔

は
山
口
諭
家
で
あ
る
。
な
お
、
長
三
郎
の
二
男
長
七
・
三
男
治
作
は
後
共
に
志

水
源
兵
衛
の
長
徳
丸
・
長
福
丸
の
船
頭
と
な
る
。

　

大
樟
浦
と
道
口
浦
は
隣
接
し
て
お
り
、
蝦
夷
に
通
じ
た
長
三
郎
の
名
は
十
分

知
れ
渡
っ
て
い
た
筈
で
、
今
回
の
大
野
藩
蝦
夷
航
路
に
六
一
歳
の
高
齢
に
拘
わ

図一 島根県浜田市外ノ浦町清水家 柚木学編『諸国御客船帳』（清文堂、1977）
「同」は志水氏木綿屋源兵衛の意である。船名の下に船頭名や重役の名が記載さ
れる。長福丸に長三郎の名があり、その左に二男長七「武右衛門」がある（7）。
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岡
田　

金
次
郎
蝦
夷
紀
行

ら
ず
船
頭
長
三
郎
が
大
樟
庄
屋
か
ら
推
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

蝦
夷
へ
の
出
発
に
先
立
ち
、
内
山
隆
佐
は
当
時
蝦
夷
・
北
蝦
夷
の
各
地
を
探

検
し
、
当
代
最
も
精
通
し
て
い
た
北
方
探
検
家
松
浦
武
四
郎
に
次
の
よ
う
な
信

書
を
出
し
て
い
る（

８
）。

　

当
時
松
浦
は
幕
府
か
ら
蝦
夷
西
海
岸
地
か
ら
北
蝦
夷
地
ま
で
の
「
北
地
調
査

幕
吏
」
に
起
用
さ
れ
、
安
政
三
年
二
月
六
日
に
江
戸
か
ら
出
立
し
、
三
月
五
日
、

箱
館
に
赴
任
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　
　

 

一
翰
拝
啓
仕

つ
か
ま
つ
り候

に
、
今
春
寒
御
坐
候
処
、
倍

ま
す
ま
す御

清
寧
、
殊
ニ
長
途
之
御
旅

程
も
無
御
滞
可
被
遊
御
着
、
重
畳
恭
慶
至
極
奉
存
候
。
爾
後
格
別
御
草
臥

も
不
被
為
在
候
哉
。
御
地
は
定
而
気
候
も
相
緩
可
申
、
千
万
御
自じ

玉ぎ
ょ
く

奉
＊
１

遙
祈
候
。
扨
、
先
達
而
出
府
之
節
ハ
、
初
て
得
拝
謁
、
其
上
種
々
奉
懸
御

手
数
安
事
蒙
御
懇
諭
、
首
庇＊

２

を
以
志
願
成
就
仕
、
万
々
難
有
謝
舞＊

３

不
能
尽
、

権
毫＊

４

深
奉
感
銘
候
。
右
ニ
付
浅
山
八
郎
兵
衛
、
早
川
弥
五
左
衞
門
、
吉
田

拙
蔵
と
申
者
並
下
役
之
者
領
民
十
数
人
引
纏
在
所
表
よ
り
海
路
直
ニ
御
地

江
差
下
し
、
私
義
も
為
惣
督
出
張
被
申
付
候
ニ
付
、
奥
田
乙
右
衛
門
、
中

村
岱
佐
、
鈴
木
凖
次
と
申
者
并
領
民
共
十
余
人
引
纏
、
三
月
六
日
発
足
、

一
旦
出
府
之
上
陸
路
罷
下
候
ニ
付
、
少
々
遅
延
可
仕
、
就
而
ハ
海
路
罷
越

候
者
共
着
之
上
、是
非
御
目
通
相
願
且
地
所
見
分
等
之
義
等
も
願
出
可
申
、

尤
江
府
に
お
ゐ
て
場
所
見
分
は
不
苦
旨
御
指
図
も
相
済
居
候
に
付
、
私
着

已
前
ニ
御
座
候
共
先
生
御
助
力
を
以
其
御
筋
々
江
御
内
密
御

＊
５

諷ふ
う

諭ゆ

被
成
下

一
日
も
早
く
開
墾
開
鉱
之
筋
果
敢は

か
ど
り取

候
様
、
幾
重
ニ
も
厚
御
取
計
万
事
可

然
御
教
示
被
成
下
候
様
、
奉
伏
願
候
。
何
れ
巨こ

細さ
い

之
儀
は
不
遠
私
罷
出
奉

拝
鳳
眉　

万
相
願
候
義
も
可
有
御
座
此
段
宜
御
含
置
可
被
成
下
候
。
右
之

条
相
願
草
々
奉
呈
愚ぐ

楮ち
ょ

候
。
恐
惶
敬
白

　
　
　
　
　
　
　
　

内
山
隆
佐

　
　
　

三
月
四
日　
　
　
　
　

良
隆＊

６

（
花
押
）

　
　

松
浦
竹
四
郎
様

図二　石井謙治『和船 一』（法政大学出版局、1995）p389 より。
深浦の円覚寺に奉納されている小浜木綿屋住吉丸の嘉永 2 年（1849）髷

まげ

の絵馬。
右から 3 番目に長三郎の名がある。九死に一生の生還への感謝奉納と思われる。
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六
十
巻
二
号

　
　
　
　
　
　
　
　

玉
研
下＊

７

　
　
（
語
句
註
）

　
　
＊
１　

御
身
大
切
に　
　
　
　

＊
５　

遠
回
し
に
さ
と
す

　
　
＊
２　

お
陰
様
に
て　
　
　
　

＊
６　

良
隆
は
諱い

み
な

　
　
＊
３　

感
謝
と
嬉
し
さ　
　
　

＊
７　

硯
の
御
下
に

　
　
＊
４　

あ
な
た
の
権
勢

　

箱
館
へ
の
長
旅
を
ね
ぎ
ら
い
、先
の
江
戸
出
張
の
際
は
初
め
て
お
会
い
で
き
、

種
々
御
教
示
頂
い
た
お
礼
を
述
べ
、
浅
山
・
早
川
・
吉
田
等
が
下
役
・
領
民
十

数
人
引
連
れ
、
在
所
か
ら
海
路
で
御
地
へ
向
か
う
こ
と
。
自
分
は
蝦
夷
惣
督
と

し
て
奥
田
・
中
村
等
十
余
人
引
き
纏
め
三
月
六
日
出
発
で
、
江
戸
経
由
陸
路
で

行
く
。
海
路
で
行
っ
た
者
に
は
是
非
会
っ
て
蝦
夷
見
分
に
つ
い
て
指
図
を
し
て

や
っ
て
頂
き
た
い
。
そ
し
て
箱
館
奉
行
所
や
関
係
の
所
に
は
内
密
に
働
き
か
け

を
願
い
た
い
。
開
墾
開
鉱
筋
宜
敷
取
計
ら
い
の
お
願
い
の
書
翰
で
あ
る
。
手
紙

の
中
で
、
内
山
隆
佐
は
江
戸
で
初
め
て
松
浦
に
面
会
を
し
、
蝦
夷
見
分
に
つ
い

て
色
々
情
報
を
得
て
い
た
事
が
分
か
る
。

　
「
開
拓
始
末
概
記
」
に
、
内
山
隆
佐
は
安
政
二
年
一
二
月
二
五
日
、
藩
命
で

大
野
出
立
出
府
し
、
翌
三
年
一
月
二
〇
日
、
幕
府
に
蝦
夷
開
拓
伺
書
を
提
出
、

と
あ
る
。
そ
し
て
一
月
晦
日
江
戸
を
立
ち（

９
）、

二
月
一
〇
日
に
帰
藩
し
て
い
る
か

ら
、
安
政
三
年
正
月
明
け
か
ら
一
月
三
〇
日
、
こ
の
間
に
江
戸
で
松
浦
武
四
郎

と
面
談
し
た
の
で
あ
る
。
隆
佐
は
蝦
夷
開
拓
を
進
め
る
に
際
し
、
松
浦
武
四
郎

か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、『
松
浦
武
四
郎
自
伝
』
安
政
三
年
四
月
二
日
の
記
録
に
「
松
前
家
来

谷
梯
啓
次
郎
迎
え
に
出
る
。
此
処
へ
大
野
藩
浅
山
、
早
川
、
吉
田
の
三
人
来
る
。

向
山
氏
に
紹
介
す
る
」
と
あ
る）

（（
（

。「
此
処
」
と
は
金
次
郎
の
「
蝦
夷
紀
行
」
か

ら
判
断
す
る
と
福
島
辺
で
あ
る
。
隆
佐
に
頼
ま
れ
た
通
り
、
会
っ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
蝦
夷
探
査
に
あ
た
っ
て
の
助
言
を
、
松
浦
・
箱
館
奉
行
所
支
配
組

頭
勤
方
向
山
源
太
夫
か
ら
得
た
の
で
あ
る
。

　

金
次
郎
は
、
現
在
の
大
樟
六
―
六
畑
広
勝
家
の
先
祖
で
あ
る
。
屋
号
谷
屋
。

福
正
寺
過
去
帳
に
よ
る
と
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
一
二
月
九
日
四
八
歳
で

死
去
。
蝦
夷
行
に
選
ば
れ
た
時
は
三
五
歳
で
あ
っ
た
。
畑
家
の
過
去
帳
に
第

二
〇
世
と
あ
る
。
第
一
世
は
「
姓
は
源
、
河
内
国
八
田
郷
に
住
す
、
故
に
氏
と

す
、
真
言
宗
を
崇
奉
し
終
に
剃
髪
し
て
去
容
と
号
す
、
諸
国
行
脚
の
途
次
此
大

樟
浦
に
来
た
り
、
病
に
罹
り
て
年
月
を
経
へ
る
中
一
子
を
召
し
寄
せ
ん
が
病
癒

え
ず
、
天
慶
五
年
（
九
四
二
）
七
月
一
三
日
死
去
す
」、
と
あ
る
。
江
戸
時
代
は

三
郎
兵
衛
・
奥
兵
衛
・
奥
左
衛
門
と
称
し
、
庄
屋
等
村
役
の
立
場
に
あ
っ
た
。

　

徳
兵
衛
は
安
政
六
年
の
「
大
樟
浦
人
別
五
人
組
改
帳
」）

（（
（

に
三
九
歳
と
あ
る
か

ら
当
時
三
六
歳
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
明
治
初
年
の
帳
簿
に
新
井
徳
兵
衛
（
廻
船

商
）
と
あ
り
、
昭
和
初
期
ま
で
あ
っ
た
が
現
在
は
家
名
は
な
く
不
詳
で
あ
る
。

　

又
七
は
「
明
治
七
年
小
樟
浦
戸
籍
簿
」）

（（
（

に
「
四
〇
番
宅
戸
主
浜
野
又
七
、
船

乗
渡
世
二
七
歳
」
と
あ
り
「
父　

又
七　

死
亡
」
と
あ
る
か
ら
蝦
夷
探
索
隊
は

父
で
あ
っ
た
。
屋
号
は
「
く
ら
や
」
と
称
し
た
。
末
裔
は
鯖
江
に
在
住
。
浜
野

仁
史
家
（
屋
号
又
六
）
と
同
類
と
い
う
。
又
六
に
大
野
丸
と
名
付
け
た
漁
船
が

あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
関
わ
り
が
あ
っ
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。

　

市
五
郎
に
つ
い
て
は
、
慶
応
三
年
の
「
人
別
五
人
組
改
帳
小
樟
浦
」）

（（
（

に
「
治

郎
兵
衛
倅
市
五
郎
四
五
」
と
あ
り
、
蝦
夷
行
き
の
時
は
三
四
歳
で
あ
っ
た
。
治

郎
兵
衛
家
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
。
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金
次
郎
蝦
夷
紀
行

　

時
の
庄
屋
は
、
大
樟
浦
が
（
向
瀬
）
佐
五
兵
衛
（
大
樟
向
瀬
茂
家
の
先
祖
）、

小
樟
浦
が
（
湊
屋
）
八
右
衛
門
（
小
樟
増
田
通
孝
家
の
先
祖
）
で
あ
る
。　

　
　
　

三　
「
蝦
夷
紀
行
」
の
概
要

　

紀
行
は
、
金
次
郎
が
紀
行
記
録
し
た
も
の
を
大
正
六
年
大
津
某
氏
が
書
き
写

し
た
と
あ
る
。
そ
し
て
大
正
一
四
年
一
月
に
子
孫
の
畑
桃
三
郎
か
ら
越
前
大
野

土
井
家
文
書
に
寄
贈
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
大
樟
の
現
在
の
畑
家
と
は
音
信
が

な
く
、
金
次
郎
と
の
続
柄
は
残
念
な
が
ら
不
明
で
あ
る
。

　

紀
行
は
日
記
に
な
っ
て
い
て
安
政
三
年
三
月
六
日
か
ら
記
載
さ
れ
て
い
る
。

蝦
夷
へ
海
路
出
帆
に
際
し
、
三
月
四
日
大
樟
・
小
樟
の
四
人
に
藩
か
ら
庄
屋
を

通
じ
手
間
代
と
し
て
計
一
二
両
（
一
人
当
た
り
三
両
）
が
内
貸
し
さ
れ
て
い
る
。

蝦
夷
で
の
活
動
に
要
す
る
資
材
・
諸
物
品
は
、
大
野
か
ら
織
田
経
由
で
大
樟
浦

に
運
ば
れ
、
そ
こ
か
ら
船
二
艘
で
小
浜
へ
送
ら
れ
た
。
当
面
の
日
用
品
・
小
物

類
は
小
浜
で
調
達
す
る
。

　

同
三
月
二
一
日
小
浜
を
出
帆
し
、
航
海
中
異
国
船
に
初
め
て
出
会
っ
た
時
の
状

況
、
松
前
大
島
が
見
え
た
時
の
船
中
一
同
の
喜
び
が
率
直
に
記
録
さ
れ
、
そ
し

て
無
事
四
月
一
日
福
山
城
下
に
着
船
し
た
時
「
神
仏
の
加
護
」
と
皆
々
祝
っ
た
と

あ
る
。
ま
た
松
前
城
下
の
想
像
以
上
の
繁
昌
に
驚
い
た
事
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

四
月
四
日
、
函
館
に
移
動
。
ア
メ
リ
カ
船
や
異
人
上
陸
に
出
会
い
「
皆
々
異

人
と
い
う
も
の
は
初
め
て
拝
見
」
で
珍
し
き
こ
と
と
感
服
す
る
。
函
館
弁
天
町

三
ッ
屋
六
右
衛
門
方
を
一
行
は
宿
と
し
て
一
〇
日
余
り
滞
在
準
備
し
、
四
月

一
一
日
、
函
館
を
出
て
探
索
活
動
を
開
始
す
る
。
海
路
隊
の
早
川
弥
五
左
衛
門

「蝦夷紀行」より、越前大野土井家文書（柳廼社御神庫所蔵）
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六
十
巻
二
号

一
行
は
一
三
日
ヤ
ム
ク
シ
ナ
イ
（
山
越
内
：
現
八
雲
町
）
に
入
る
。
そ
し
て
内

山
惣
督
と
落
ち
合
う
ま
で
に
、
手
分
け
し
て
ヤ
ム
ク
シ
ナ
イ
を
拠
点
に
オ
シ
ャ

マ
ン
ベ
、
シ
ッ
ツ
（
寿
都
）
そ
の
他
近
辺
の
各
地
を
見
分
す
る
。
当
時
内
陸
一

帯
は
カ
ラ
マ
ツ
、
カ
シ
、
シ
ラ
カ
バ
、
ニ
レ
な
ど
の
原
生
林
の
未
開
で
あ
り
、

夷
人
（
ア
イ
ヌ
人
）・
商
人
の
助
け
を
か
り
な
が
ら
の
探
索
見
分
で
、
時
に
は

難
所
へ
は
食
料
持
参
の
野
宿
も
す
る
。

　

口
蝦
夷
各
地
の
要
地
に
は
、
会
所
や
運
上
屋
（
交
易
所
）
が
あ
り
、
そ
の
地

域
内
に
ま
た
番
所
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
を
探
索
活
動
の
宿
泊
に
利
用
し

て
お
り
、
和
人
の
い
な
い
所
で
は
ア
イ
ヌ
人
の
住
居
も
宿
泊
と
し
て
い
た
。

　

一
方
、
内
山
惣
督
一
行
は
四
月
二
三
日
着
函
し
、
翌
二
四
日
夜
、
宿
所
三
津

屋
六
右
衛
門
方
、
五
月
二
日
に
山
越
内
で
人
家
を
借
り
て
止
宿
し
、
こ
こ
で
同

勢
一
統
初
め
て
面
会
し
、「
海
（
路
）
陸
（
路
）
恙つ

つ
が

な
き
を
祝
し
、
酒
を
一
統

に
酌
み
合
う
」）

（（
（

（「
隆
佐
日
記
」）
と
あ
る
。

　

内
山
惣
督
は
五
月
三
日
ヤ
ム
ク
シ
ナ
イ
場
所
内
の
ユ
ー
ラ
ッ
プ
（
東
蝦
夷
地

遊
楽
部
川
流
域
）で
合
流
し
た
探
索
隊
を
二
隊
に
分
け
、惣
督
は
東
海
岸
オ
シ
ャ

マ
ン
ベ
か
ら
ア
ブ
タ
（
虻
田
）
領
堺
の
シ
ッ
カ
リ
方
面
、
一
方
の
早
川
隊
は
西

岸
フ
ト
ロ
方
面
で
熊
石
、
ク
ド
ウ
、
大
田
方
面
の
踏
査
と
な
る
。

　

口
蝦
夷
の
東
蝦
夷
お
よ
び
西
蝦
夷
の
道
南
地
区
で
の
行
動
が
記
録
さ
れ
、
再

び
函
館
に
戻
り
、
内
山
隆
佐
惣
督
ほ
か
二
七
名
が
調
査
を
終
え
、
六
月
一
六
日

函
館
を
出
帆
、
青
森
か
ら
陸
路
と
な
る
。
内
山
惣
督
と
中
村
岱
佐
、
伊
藤
禁
之

助
、
山
岸
伊
佐
次
、
藤
三
郎
、
久
蔵
の
六
人
は
江
戸
へ
向
か
い
、
外
は
北
国
道

で
七
月
一
五
日
帰
国
す
る
。

　

居
残
っ
た
金
次
郎
・
徳
兵
衛
・
市
五
郎
等
は
任
務
を
終
え
、
最
終
的
に
八
月

末
海
路
帰
国
す
る
が
、
国
元
に
戻
っ
た
後
も
残
務
の
た
め
、
越
中
伏
木
湊
へ
出

張
し
た
記
録
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
間
の
行
程
は
断
片
的
に
し
か
記

載
さ
れ
て
い
な
い
。

　

あ
と
は
、
覚
え
の
た
め
と
思
わ
れ
る
大
野
藩
重
役
の
氏
名
、
函
館
か
ら
東
西

蝦
夷
各
地
へ
の
里
程
そ
の
他
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

金
次
郎
の「
蝦
夷
紀
行
」は
、「
何
事
に
よ
ら
ず
他
言
の
禁
止
」が「
掟
」で
あ
っ

た
た
め
か）

（（
（

、
記
載
内
容
は
極
め
て
簡
単
で
、
し
か
も
そ
の
日
の
仕
事
等
の
内
容

や
成
果
、
ま
た
漁
撈
等
に
関
し
た
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
省
略
さ
れ
て
い
る
。
水
主

の
立
場
で
あ
っ
た
た
め
、
金
次
郎
に
は
紀
行
内
容
は
必
要
最
小
限
度
で
十
分
で

あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

大
野
丸
船
長
の
吉
田
拙
蔵
記
録
「
北
蝦
夷
地
開
拓
始
末
大
概
記
」
は
じ
め
そ

の
他
の
記
録
に
は
、
早
川
隊
の
海
路
の
状
況
や
松
前
着
船
か
ら
の
行
程
、
内
山

惣
督
一
行
が
箱
館
に
到
着
す
る
ま
で
の
早
川
隊
の
東
西
蝦
夷
探
査
調
査
が
欠
落

し
て
い
た
が
、
こ
の
「
蝦
夷
紀
行
」
で
簡
潔
な
が
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

日
々
の
行
程
や
、
外
国
船
・
異
人
・
ア
イ
ヌ
人
の
出
会
い
・
大
地
震
や
津
波

の
体
験
と
被
害
状
況
、
松
前
・
函
館
等
の
印
象
記
録
な
ど
あ
り
、
金
次
郎
の
紀

行
文
は
大
野
藩
蝦
夷
探
索
を
十
分
埋
め
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
理
解
に

意
義
深
い
も
の
が
あ
る
。

　
　
　

お 

わ 

り 

に 

　

大
野
藩
は
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
幕
府
の
意
向
を
躰
し
、
四
万
石
の
小

藩
で
あ
り
な
が
ら
、
福
井
藩
・
小
浜
藩
等
に
先
駆
け
て
小
樟
浦
の
黒
崎
台
地
に
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岡
田　

金
次
郎
蝦
夷
紀
行

異
国
船
対
策
の
大
筒
台
場
を
計
画
し
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
六
月
完
成
さ

せ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
従
っ
て
当
時
の
日
本
を
取
り
巻
く
列
強
国
の
動
向
認
識

や
異
国
へ
の
国
防
意
識
は
高
か
っ
た
。
鎖
国
か
ら
開
国
へ
の
大
き
な
動
乱
の
時

期
に
あ
っ
て
、
藩
主
土
井
利
忠
は
時
代
の
動
き
に
敏
感
で
あ
り
、
蘭
学
は
じ
め

西
洋
の
知
識
・
技
能
習
得
な
ら
び
に
人
材
の
育
成
登
用
を
果
敢
に
推
し
進
め
た
。

ま
た
、
そ
の
成
果
が
挙
が
っ
て
有
能
な
家
臣
が
育
っ
た
。              

　

前
西
方
代
官
内
山
隆
佐
そ
れ
に
当
時
西
方
代
官
で
あ
っ
た
早
川
弥
五
左
衛
門

等
は
、
蝦
夷
開
拓
は
幕
府
の
北
辺
の
海
防
に
又
藩
財
政
の
改
善
対
策
に
も
貢
献

す
る
と
、
ま
さ
に
大
胆
な
挑
戦
に
直
ぐ
決
断
で
き
た
。

　

口
蝦
夷
探
索
を
終
え
た
内
山
隆
佐
は
箱
館
堀
織
部
正
鎮
台
に
「
蝦
地
全
島
は

枢
要
之
地
」
と
し
、「
右
、
無
知
貧
欲
之
商
売
に
御
任
せ
被
置
候
て
は
、
利
権

下
に
在
て
、
迚と

て

も
北
門
の
鎖さ

鑰や
く

に
は
難
相
成
」
と
改
め
て
強
調
し
て
い
る
。
場

所
請
負
人
の
上
納
す
る
運
上
金
に
依
存
す
る
面
が
大
き
い
幕
領
蝦
夷
地
経
営
に

警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
献
策
、
建
言
し
て
い
る
が
、
そ
の
思
い
に

は
松
浦
武
四
郎
の
影
響
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　

安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
西
方
の
大
樟
・
小
樟
か
ら
最
初
の
開
拓
調
査
団
に

参
加
し
た
金
次
郎
は
じ
め
徳
兵
衛
・
又
七
・
市
五
郎
に
つ
い
て
、
又
宇
田
村
の

勘
助
に
つ
い
て
も
、
そ
の
後
の
足
跡
に
つ
い
て
地
元
で
の
言
い
伝
え
や
資
料
が

無
く
、
あ
ま
り
追
跡
で
き
な
か
っ
た
。

　

明
治
一
二
年
の
出
稼
ぎ
関
係
資
料
に
金
次
郎
の
嗣し

し子
畑
三
郎
兵
衛
三
八
歳
が

北
海
道
後し

り
べ
し
ぐ
に

志
国
山
臼
町
（
現
、
余
市
町
港
町
）、
又
徳
兵
衛
の
嗣
子
新
井
徳
兵

衛
三
七
歳
が
後
志
国
江
差
港
へ
そ
れ
ぞ
れ
出
稼
ぎ
を
し
て
い
る
記
録
が
あ
る

（
木
下
文
書
）。
単
年
度
の
記
録
の
み
で
、
そ
の
影
響
や
ひ
ろ
が
り
は
不
明
で
あ

る
が
、
こ
の
こ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
親
金
次
郎
・
徳
兵
衛
の
見
聞
話
、
勧
め
に
あ
こ

が
れ
た
も
の
と
思
う
。

　

実
態
は
、
こ
の
大
野
藩
に
と
っ
て
大
事
業
で
あ
っ
た
蝦
夷
地
開
拓
探
査
に
大

い
に
下
支
え
が
あ
っ
て
、そ
し
て
使
命
感
を
も
っ
て
関
わ
っ
た
事
が
分
か
っ
た
。

明
治
時
代
に
な
っ
て
、
大
樟
や
小
樟
は
じ
め
越
前
各
浦
か
ら
多
数
の
人
が
北
海

道
に
移
住
や
出
稼
ぎ
を
し
た
。
金
次
郎
等
の
探
索
員
と
し
て
見
分
し
た
こ
と
が

当
時
地
元
で
語
り
継
が
れ
て
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
出
稼
ぎ
や
移
住
を
し
た
に

違
い
な
い
。

　

大
野
藩
の
蝦
夷
開
拓
な
ど
に
つ
い
て
は
、
既
に
諸
先
輩
か
ら
多
数
解
説
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
西
方
か
ら
関
わ
っ
た
人
々
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
語
ら

れ
て
い
な
い
。
金
次
郎
「
蝦
夷
紀
行
」
の
紹
介
だ
け
で
終
わ
り
と
せ
ず
、
当
時

の
蝦
夷
の
状
況
、
時
代
背
景
も
分
か
り
や
す
く
、
と
取
り
掛
か
っ
た
が
浅
学
非

才
で
掘
り
下
げ
が
十
分
で
き
な
か
っ
た
。
読
者
諸
賢
の
御
叱
正
を
頂
け
れ
ば
望

外
の
光
栄
で
あ
る
。

　

な
お
、大
野
丸
の
就
航
、北
蝦
夷
地
の
経
営
に
就
い
て
は
又
の
機
会
と
し
た
い
。

　

最
後
に
真
柄
甚
松
先
生
、 

加
藤
守
男
先
生
に
は
ご
指
導
を
、
ま
た
松
浦
武

四
郎
記
念
館
山
本
命
氏
か
ら
は
資
料
提
供
と
ご
指
導
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
こ
に

謹
ん
で
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

註（
１
） 「
蝦
夷
紀
行
」
安
政
三
辰
三
月
吉
日
金
次
郎
（
越
前
大
野
土
井
家
文
書
・
柳
廼
社
御
神

庫
所
蔵
）。
表･

裏
紙
含
め
二
〇
頁
、表
紙
に「
大
正
十
四
年
一
月
畑
桃
三
郎
氏
ヨ
リ
寄
贈
」

と
あ
り
、二
頁
上
欄
外
に
「
上
四
名
ノ
外 

大
樟
村
金
次
郎
以
下
様
ノ
字
削
除
ス
」
と
あ
る
。

（
２
）
井
上
勝
生
『
開
国
と
幕
末
変
革
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
九
年
）。
加
藤
祐
三
『
幕
末
外
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六
十
巻
二
号

交
と
開
国
』（
講
談
社
、
二
〇
一
二
年
）。

（
３
）『
大
野
市
史
藩
政
史
料
一
・
二
』「
北
蝦
夷
地
開
拓
始
末
大
概
記
」。

（
４
）
小
樟
区
有
文
書
「
小
樟
浦
庄
屋
歳
代
記
」、『
織
田
町
史
』（
織
田
町
史
編
集
委
員
会
、

一
九
七
一
年
）。

（
５
）『
福
井
県
史 
通
史
編
４
』（
福
井
県
、
一
九
九
六
年
）。

（
６
）『
小
浜
市
史 
諸
家
文
書
編
一
』（
小
浜
市
、
一
九
七
九
年
）。

（
７
）
仲
瀬
武
雄
『
郷
土
史
道
口
』（
私
家
版
、
一
九
八
一
年
）、『
ふ
る
さ
と
梅
浦
』
ふ
る

さ
と
梅
浦
編
纂
委
員
会
、
二
〇
〇
八
年
）、『
越
前
町
史 

上
』（
越
前
町
史
編
纂
委
員
会
、

一
九
七
七
年
）、「
唐
山
漂
流
記
」（
酒
井
家
文
庫
・
小
浜
市
立
図
書
館
蔵
）。

（
８
）「
内
山
隆
佐
書
翰
」（
松
浦
武
四
郎
記
念
館
蝦
夷
屏
風
左
隻
所
収
、
解
読
同
館
学
芸

員
山
本
命
）。
笹
木
義
友
『
新
版 

松
浦
武
四
郎
自
伝
』（
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
一
三
年
）。

　
　

向
山
は
向
山
源
太
夫
で
箱
館
奉
行
支
配
組
頭
勤つ

と
め

方か
た

で
あ
っ
た
。
幕
府
は
ロ
シ
ア
の
南

下
へ
の
対
応
の
た
め
、
改
め
て
蝦
夷
地･

樺
太
の
情
報
調
査
に
向
山
隊
長
以
下
九
名
を

選
ん
だ
。
こ
の
中
に
武
四
郎
が
安
政
二
年
一
二
月
末
雇
い
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
一

行
が
調
査
に
箱
館
を
出
立
し
て
間
も
な
い
四
月
二
日
、
こ
の
日
は
早
川
等
海
路
隊
が
松

前
に
到
着
し
た
翌
日
で
あ
る
。
な
お
、
松
浦
武
四
郎
記
念
舘
に
年
不
詳
の
内
山
隆
佐
書

簡
が
あ
る
。
安
政
三
年
と
も
解
釈
で
き
る
。

　
　
　

松
浦
竹
四
郎
様　
　
　
　
　

内
山
隆
佐

　
　

 

昨
日
は
御
光
駕
被
成
下
不
相
替
失
敬
之
段
奉
恐
縮
候
、
昨
夕
御
約
話
之
通
賎せ

ん
か
い价

差
上

ニ
付
、
大
略
如
此
ニ
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　

正
月
廿
八
日

（
笹
木
義
友･

三
浦
泰
之
編
『
松
浦
武
四
郎
研
究
序
説
』）

　
　

ま
た
、
内
山
と
松
浦
と
の
交
友
記
録
は
文
久
二
、三
年
の
内
山
隆
佐
日
誌
、
松
浦
武
四

郎
自
伝
の
文
久
二
年
九
・
一
二
月
に
あ
る
。

（
９
）『
福
井
県
史 

通
史
編
４
』（
福
井
県
、
一
九
九
六
年
）。

（
10
） 

笹
木
義
友『
新
版 

松
浦
武
四
郎
自
伝
』（
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、二
〇
一
三
年
）。

（
11
） 「
未
年
人
別
五
人
組
御
改
帳　

安
政
六
年
五
月
日
」、「
大
樟
浦
戸
籍
簿　

明
治
七
年

七
月
日
」
木
下
豊
家
文
書

（
12
）「
戸
籍
簿　

明
治
七
年
八
月
」、「
旧
高
持
名
記　

明
治
四
年
」
小
樟
区
有
文
書

（
13
）「
慶
応
三
年
卯
年
人
別
五
人
組
御
改
帳
五
月　

小
樟
浦
」
川
上
美
知
家
文
書

（
14
）
内
山
隆
佐
日
記　

内
山
良
治
家
文
書
（
安
政
七
年
迄
）

内
山
隆
佐
日
誌　

福
井
大
学
附
属
図
書
館
高
島
文
庫
蔵

（
15
）『
福
井
県
史 

通
史
編
４
』（
福
井
県
、
一
九
九
六
年
）
八
四
七
頁
。

引
用
・
参
考

『
北
海
道
の
地
名
（
日
本
歴
史
地
名
体
系
一
）』
平
凡
社
、
二
〇
〇
三
年

『
福
井
県
の
地
名
（
日
本
歴
史
地
名
体
系
一
八
）』
平
凡
社
、
一
九
八
一
年

『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典 

一 

北
海
道
』
角
川
書
店
、
一
九
八
七
年

『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典 

一
八 

福
井
県
』
角
川
書
店
、
一
九
八
九
年

『
朝
日
町
誌 

通
史
編
』
朝
日
町
、
二
〇
〇
三
年

「
北
蝦
夷
地
に
於
け
る
大
野
藩
人
の
開
拓
と
国
防
」
吉
田
森
（『
奥
越
史
料
』
第
三
号
、

一
九
七
二
年
）

「
内
山
隆
佐
に
つ
い
て
の
文
献
」（
岩
治
勇
一
『
奥
越
史
料
』
第
三
号
、
一
九
七
二
年
）
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金
次
郎
蝦
夷
紀
行

翻 
刻

「
金
次
郎
蝦
夷
紀
行
」　

越
前
大
野
土
井
家
文
書

　
　
　
　

（
表
紙
）

　
　

大
正
十
四
年
一
月
畑
桃
三
郎
氏
ヨ
リ
寄
贈

　

安
政
三
辰
三
月
吉
日

　
　

蝦
夷
紀
行

　
　
　
　

蝦
夷
紀
行

　

浅
山
八
郎
兵
衛
様　
　
　

秋
生
村
與
右
衛
門

　

早
川
弥
五
左
衞
門
様　
　

鷲
村　

治
助

　

吉
田　

拙
蔵
様　
　
　
　

若
生
子
村
和
関

　

伊
藤
萬
右
衛
門
様　
　
　

中
島
村
喜
代
助

　

〆　
　
　
　
　
　
　
　
　

向
島
忠
三
郎

　

大
樟
浦
金
次
郎　
　
　
　

同　

金
蔵

　

同　
　

徳
兵
衛　
　
　
　

新
町
伊
兵
衛

　

小
樟
浦
又
七　
　
　
　
　

加
州
市
三
郎

　

同　
　

市
五
郎　
　
　
　

宇
田
村
勘
助

　
　
　

都
合
拾
七
人

右
以
、
上
下
之
者
ハ

　

若
州
小
浜
清（

志
）水

源
兵
衛
船

　

船
号
長
福
丸
ト
申
、
船
頭
越
前
道
口
浦
ノ
長
三

　

郎
ト
申
船
江
便
船
致
候

一
安
政
三
辰
三
月
六
日（

１
）　

大
野
ヨ
リ
御
荷
物
御
廻
ニ
相

　

成
、
大
樟
浦
木
下
伝
右
衛
門
蔵
江
相
納
候
処
、
翌

　

七
日
又
七
宰
領
致
し
出
帆
致
候
、
明
ル
八
日
織
田
村

　

御
役
所
ヨ
リ
御
配
符
ニ
テ
明
後
十
日
早
川
様
御
出
立

　

ニ
付
、
金
次
郎
・
徳
兵
衛
・
市
五
郎
三
人
之
者
共
役

　

所
迄
罷
出
候
様
被
仰
付
候
ニ
付
、
其
外
両
浦
村
役
之
者

　

共
ニ
御
暇
乞
ニ
罷
出
度
由
同
道
ニ
而
罷
出
候
処
、
又
候

　

大
野
ヨ
リ
御
荷
物
御
送
り
被
成
候
間
、
徳
兵
衛
・
市
五
郎

　

両
人
荷
物
宰
領
致
、
日
和
次
第
ニ
出
帆
致
候
様
、
扨

　

金
次
郎
ハ
同
道
ニ
テ
陸
道
来
り
候
様
被
仰
聞
、
徳
兵
衛
・
市

　

五
郎
ハ
其
日
浦
ヘ
帰
宅
致
候
、
扨
下
宿
者
御
門
前
與
左

　

衞
門
ト
申
方
へ
被
仰
付
候
、
金
次
郎
并
ニ
勘
助
此
宅
江

　

参
り
候
所
、
大
野
郡
與
右
衛
門
・
治
助
・
喜
代
助
・
和

　

関
都
合
六
人
之
者
罷
越
休
息
い
た
し（

２
）、

翌
日
十
日
右

　

六
人
之
者
被
御
召
連
、
則
早
朝
織
田
御
役
所
ヘ
出
立
、

　

山
枯
通
り
糠
之
浦
へ
出
、
同
所
ニ
而
船
壱
艘
雇
ひ
、
敦

　

賀
港
へ
昼
八
ツ
時
過
入
津
致
、
奉
書
屋
重
兵
衛
ト
申
方
へ

　

止
宿
、
暮
六
ッ
時
過
ニ
大
野
ヨ
リ
浅
山
様
・
吉
田
様
・
伊

　

藤
様
其
外
同
職
之
者
一
同
御
引
纏
重
兵
衛
方
江
御

　

着
ニ
相
成
、
十
一
日
朝
敦
賀
出
立
若
州
路
ヘ
臨
ミ
、
三
潟
ト
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六
十
巻
二
号

　

申
処
ニ
此
日
ハ
相
泊
り
、
翌
十
二
日
若
州
小
浜
永
井
宇
之

　

助
ト
申
方
ニ
止
宿
、
此
砌
御
城
下
川
崎
之
砂
持
有
之
、
町

　

中
賑
々
敷
目
を
驚
か
し
申
候
、
扨
当
町
清
水
源
兵

　

衛
ト
申
ハ
冨
家
ニ
而
大
船
も
多
く
持
居
候
由
、
則
此
家

　

ニ
船
頭
越
前
道
口
浦
之
住
人
長
三
郎
ト
申
者
へ
此
度

　

蝦
夷
地
渡
海
之
御
用
被
仰
付
、
船
号
長
福
丸
ト
申
千
弐

　

百
石
積
之
船
ニ
便
船
被
成
候
様
ニ
相
極
り
、
三
月
十
二
日
夕
ヨ

　

リ（
３
）二

十
一
日
朝
迄（

４
）風

待
い
た
し
、
渡
海
之
調
度
相
調
ひ
、
二
十

　

一
日
ハ
吉
日
ニ
も
有
之
候
ニ
付
出
帆
致
度
候
段
船
頭
ヨ

　

リ
申
参
り
、
同
日
朝
五
ッ
時
小
浜
を
出
立
伝
馬
船
ニ
テ
元

　

船
へ
乗
り
移
り
、
白
帆
ヲ
挙
テ
小
浜
湊
ニ
名
残
り
多

　

く
ぞ
立
分
れ
て
、
早
く
も

出
し
大
手
と
唱
ふ
る
湊
ノ

　

口
ヲ
も
暫
時
ニ
乗
り
越
候
折
柄
、
小
浜
の
宿
の
皆
々
が

　

別
れ
を
惜
む
し
る
し
に
や
風
替
り
て
海
上
も
荒
く

　

相
成
し
ゆ
へ
、
又
候
湊
口
ニ
立
帰
る
も
か
な
し
か
り
け

　

ん
と
船
頭
の
指
図
に
従
ひ
、
水
主
等
船
を
丹
後
の
黒

　

地
と
云
ふ
山
陰
に
押
し
廻
し
、
此
日
ハ
爰
に
碇
泊
し
、
翌

　

二
十
二
日
ハ
昨
日
よ
り
も
風
波
は
げ
敷
ゆ
へ
今
日
も
此
山
陰

　

に
空
し
く
滞
船
い
た
し
、
廿
三
日
早
天
ニ
船
頭
か
申
ニ
は
風

　

筋
も
少
し
立
直
り
し
故
敦
賀
口
江
船
を
廻
す
べ
し
と
指

　

図
に
応
し
、
伝
馬
船
を
巻
き
揚
け
碇
を
挙
て
、
船
を

　

東
江
差
向
ケ
、
扨
此
日
ハ
海
上
荒
く
し
て
乗
組
中
ニ

　

者
少
し
船
気
の
者
も
阿
り
乍
去
暫
時
の
内
に
敦
賀
口

　

水
島
前
に
ぞ
着
に
け
る
、
碇
場
を
見
立
て
船
を
掛

　

二
十
五
日（

５
）朝

迄
此
水
島
沖
ニ
滞
船
す
、
扨
二
十
四
日
朝

　

五
ッ
時
頃
水
取
伝
馬
船
に
伴
っ
て
海
岸
ニ
上
り
、
田
之
浦
ト

　

申
処
江
此
頃
中
の
船
の
疲
れ
を
慰
め
て
、
た
そ
が
れ
前

　

に
て
船
江
帰
り
け
る
、
二
十
五
日
朝
立
順
風
ニ
も
相
成
り
候
ニ

　

付
水
島
を
出
船
し
、
越
前
浦
之
御
領
分
大
樟
浦
沖
ニ

　

船
を
留
め
、
伝
馬
船
を
下
け
て
浦
庄
屋
佐
五
兵
衛
と

　

申
方
へ
一
統
罷
越
、
御
用
之
義
と
も
夫
々
調
度
被
仰
付

　

夕
七
ッ
時
過
ニ
浦
人
ニ
暇
を
告
け
て
元
船
に
帰
り
け
る
、

　

然
る
処
追
々
南
風
吹
来
り
真
艫
ニ
白
帆
を
張
揚

　

け
て
能
登
の
出
崎
を
差
し
て

行
せ
し
に
、
暮
六
ッ
時
過

　

ニ
ハ
我
生
国
の
山
々
も
程
遠
く
隔
て
、
三
国
湊
当
り
ニ
高

　

山
の
野
火
ニ
焼
な
を
幽
に
見
返
り
て
、
終
夜
に

行
ハ

　

二
十
二
日
朝
ハ
、
早
や
能
登
浦
も
越
へ
け
る
ニ
や
、
目
に
さ
へ
き

　

る
山
と
て
ハ
更
ニ
な
く
廻
潮
の
白
く
見
る
斗
成
、
扨
五

　

ッ
時
過
ニ
て
も
有
り
け
ん
取
梶
の
方
に
異
国
の
船
二
艘
、

　

三
本
檣
ニ
帆
を
少
し
さ
け
地
方（

６
）を

差
し
て

る
を

　

初
め
て
見
附
、
皆
々
珍
ら
し
く
事
な
れ
ハ
望
遠
鏡

　

を
取
り
出
し
見
物
な
し
け
る
に
、
順
風
絶
テ
吹
故
と

　

無
程
帆
影
も
見
失
ひ
、
扨

も
行
ま
ゝ
に
今
日
は
佐

　

渡
ノ
島
を
も
越
け
る
よ
し
に
船
頭
が
申
け
る
廿
七
日
今
日

　

ハ
、
風
も
静
に
相
成
り
明
日
ヨ
リ
は
海
上
も
穏
ニ
て
船
の

　

る
も
速
く
、
此
日
ヨ
リ
廿
九
日
迄
同
様
の
日
和
に
て
静
に
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船
を

ら
せ
る
、
扨
二
十
五
日
夕
越
前
浦
を
出
て
其
夕

　

暮
に
地
方
の
山
を
見
し
ま
ゝ
に
て
、
夫
ヨ
リ
今
日
迄
地
方
の

　

山
と
云
ふ
物
ハ
更
ニ
見
す
し
て
遠
沖
を

り
け
る
、

　

日
の
入
頃
に
相
成
雲
間
に
山
の
顕
わ
れ
た
る
を
見
出

　

し
い
づ
れ
の
山
か
島
か
と
取

く
り
指
さ
し
合
て
申

　

け
る
に
、
船
頭
も
檣
の
上
迄
出
熟
倹
し
て
申
ニ
ハ
、
是

　

ぞ
蝦
夷
松
前
の
大
島
・
家

（
小
カ
）島

と
申
二
ッ
の
内
亦
定
め
て

　

大
島
な
る
へ
し
、
明
日
ハ
松
前
福
山
城
下
江
入
津

　

可
相
成
候
得
者
今
夜
中
ハ
船
を
跡
へ
可
戻
と
差
図
有

　

け
れ
は
、
船
中
一
同
心
う
れ
し
く
其
夜
者
明
て
、
四
月
朔
日（

７
）朝

　

小
島
の
東
を
押
通
り
昼
頃
に
福
山
湊
江
差
臨
み
碇
を

　

卸
し
艫
綱
を
繋
ぎ
け
る
、
越
前
浦
ヨ
リ
此
前
前
迄
ハ

　

海
上
三
百
六
十
里
余
と
申
、
は
る

く
之
海
路
を
少
し
も

　

無
恙
着
船
し
け
る
も
神
仏
の
加
護
に
や
有
け
ん
と
皆

　

々
相
祝
ひ
、
先
ツ
福
山
城
下
廻
船
問
屋
大
津
屋
武
左

　

衛
門
方
へ
、
船
頭
の
案
内
に
て
皆
々
船
ヨ
リ
上
り
此
家
に
通

　

り
酒
肴
等
馳
走
ニ
な
り
、
夫
よ
り
町
役
所
ヨ
リ
申
付
有

　

之
下
宿
へ
罷
越
し
、
此
夜
ハ
何
れ
も
安
眠
を
そ
な
し
ニ

　

け
る

一
四
月
二
日
松
前
城
下
名
所

く
も
荒
増
見
物
な
し
、
今

　

日
思
ひ
之
外
な
る
繁
昌
に
て
か
ゝ
る
離
れ
島
に
か
ほ
と

　

の
珍
敷
賑
は
し
き
土
地
は
あ
る
ま
し
く
ト
そ
ん
じ

　

侍
り
け
る
に
、
よ
く

く
聞
に
此
土
地
ニ
而
松
前
・
箱
館
・
江

　

差
の
三
ヶ
所
ハ
、
諸
国
の
廻
船
入
来
り
交
易
盛
ん
な
る

　

事
な
れ
ハ
何
一
ツ
不
自
由
と
申
事
な
く
、
都
而
都
の
町

　

よ
り
金
銀
廻
り
能
く
渡
世
の
仕
や
す
き
事
故
に
、
年

　

々
諸
国
人
之
此
地
江
移
り
住
む
数
知
れ
す
候
也
、
扨

　

此
日
を
四
ッ
時
ニ
福
山
を
出
立
、
福
島
ニ
泊
り
、
明
ル
三
日
木

　

古
内
と
云
ふ
所
ニ
一
泊
、
明
レ
ハ
四
日（

８
）箱

館
江
御
着
被
成
下
、

　

宿
弁
天
町
三
ツ
屋
六
右
衛
門
ト
申
所
に
町
役
所
ヨ
リ

　

申
附
有
之
候
、
然
レ
共
金
次
郎
江
御
荷
物
宰
領

　

致
、
船
廻
し
ニ
候
様
被
仰
付
候
、
市
五
郎
ト
申
者
少

　

々
気
分
も
悪
敷
候
故
此
者
ト
両
人
城
下
宿
ニ
而
四
日

　

朝
迄
止
宿
致
居
候
、
此
日
ハ
南
風
ニ
而
宜
敷
日
和
ニ
相
成

　

候
故
、
此
処
の
泊
り
川
近
作
と
申
船
頭
ニ
為
積
、
沖
ノ

　

口
改
役
も
相
済
ミ
、
此
処
を
昼
四
ッ
半
時
ニ
出
帆
、
白

　

髪
之
場
江
出
、
追
々
南
風
吹
来
り
此
日
七
ッ
時
半
に
箱

　

館
湊（

９
）に

入
船
仕
候
、
左
ス
レ
ハ
陸
通
り
御
出
被
成
候
御
方

　

々
と
同
時
に
着
仕
候
、
扨
此
処
に
十
一
日
朝
迄
止
宿
致

　

居
候
、
此
間
ニ
者
ア
メ
リ
カ
船
弐
艘
も
入
船
致
、
異
人
上
陸

　

致
皆
々
異
人
と
云
ふ
モ
ノ
ハ
初
而
拝
見
致
、
誠
ニ
珍

　

ら
敷
事
と
一
統
感
服
仕
候
、
左
ス
レ
ハ
十
一
日
箱
館

　

出
立
致
此
日
者
大
野
泊
り
、
翌
十
二
日
鷲
ノ
木
村

　

泊
り
、
明
レ
ハ
十
三
日
此
日
ヤ
ム
ク
シ
ナ
イ
会
所
迄
御
出
被

　

成
御
積
り
ニ
有
之
候
所
、
同
所
ニ
者
公
儀
御
役
人

　

泊
り
ニ
有
之
候
得
者
、
会
所
ヨ
リ
八
丁
斗
手
前
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由
井
村
と
申
所
江
下
宿
被
仰
付
此
日
者
同
所

　

㊀
ト
申
所
ニ
止
宿
仕
候
、
明
レ
ハ
十
四
日
今
日
山
入

　

致
度
様
御
申
被
成
候
得
者
、
此
由
井
村
ゟ
半

　

里
斗
り
海
岸
行
テ
、
サ
カ
ヤ
川
と
申
所
有
、
此
川
江
者

　

浅
山
様
・
伊
藤
様
其
外
下
七
人
・
上
下
九
人
は
入
候

　

様
ニ
相
極
り
、
此
時
銘
々
上
下
か
ゝ
わ
ら
す
白
米

　

三
升
ツ
ヽ
持
参
致
、
其
外
味
噌
・
醤
油
・
油
等
迄
持
参
致
、
銘

　

々
荷
物
四
五
貫
目
斗
も
背
負
て
歩
行
掛
候
様
、
道

　

を
迷
、
右
サ
カ
ヤ
川
迄
山
谷
二
日
も
隔
て
此
谷
々
を
越
へ

　

候
時
者
、
笹
藪
ニ
而
鳥
も
通
ふ
事
不
能
な
検
な
る
難
処

　

を
、
顔
を
見
合
声
掛
合
ふ
て
越
る
、
漸
々
川
江
出
、
此

　

川
ノ
畑
ニ
而
昼
の
調
度
致
し
此
所
迄
壱
里
計
有
之
、

　

夫
よ
り
壱
里
半
斗
川
上
江
行
、
此
日
者
此
処
ニ
野
宿

　

致
し
、
扨
サ
カ
ヤ
川
の
入
口
ゟ
二
里
海
岸
ニ
行
て
ユ
ウ
ラ
ツ

　

フ
ト
申
所
は
、
此
処
に
ヤ
ム
ク
シ
ナ
イ
支
配
の
番
所
有
、

　

此
処
ゟ
五
六
里
斗
山
奥
ニ
銘
山
有
之
由
、
此
処
に
ハ

　

早
川
様
・
吉
田
様
上
下
八
人
連
ニ
而
夷
人
・
商
人
案

　

内
為
致
、
是
も
米
升
ツ
ヽ
上
下
ニ
拘
わ
ら
す
持
参
致
し
、

　

其
外
味
噌
・
醤
油
等
壱
人
前
四
五
貫
目
程
宛
背
負

　

て
参
り
候
処
、
此
処
ユ
ウ
ラ
ツ
フ
川
と
申
し
て
中
々
大
キ

　

ニ
深
キ
川
ニ
し
て
十
一
り
川
ト
云
、
壱
里
斗
行
候
所
夫
よ
り

　

水
高
く
奥
江
は
入
候
事
不
叶
、
此
日
者
此
所
ニ
野
宿

　

致
し
是
又
難
所
ノ
所
也
、
扨
夫
ヨ
リ
両
所
共
翌
日
山

　

ゟ
出
、
ク
ン
又
イ
と
申
所
有
、
此
処
迄
ハ
、
ヤ
ム
ク
シ
ナ
イ
運
ヒ

　

屋
ゟ
道
須
七
里
有
り
、
十
五
日
夕
方
迄
に
此
処
夷
人
小
屋
二
軒

　

有
夷
人
ノ
名
シ
カ
サ
ト
申
小
屋
に
両
所
同
勢
行
合
、
此
所

　

ニ
皆
々
一
宿
致
候
事
也
、
扨
其
夜
之
御
相
談
ニ
ハ
昨
日

　

者
早
川
様
・
又
七
・
勘
助
・
與
右
衛
門
・
伊
兵
衛
都
合
五
人

　

西
部
見
分
ニ
相
極
り
、
明
レ
ハ
十
六
日
弐
里
半
行
て
オ
シ
ヤ
マ

　

ン
ヘ
江
出
、
山
越
ニ
シ
ツ
ヽ
江
出
る
也
、
扨
吉
田
様
市
五
郎

　

壱
人
被
召
レ
フ
シ
ケ
と
申
所
迄
海
岸
御
見
分
ニ
御
出

　

被
成
候
、
浅
野（

山
）様

・
伊
藤
様
以
下
八
人
蝦
夷
人
壱
人

　

案
内
為
致
、
上
下
拾
壱
人
上
下
ニ
拘
わ
ら
す
米
三
升

　

五
合
ツ
ヽ
持
参
致
し
其
外
味
噌
・
醤
油
等
持
参
致
、
此
日

　

昼
遣
致
所
迄
ハ
金
次
郎
・
徳
兵
衛
・
金
蔵
三
人
之

　

者
是
迄
送
る
約
定
ニ
而
、
五
里
斗
川
上
山
奥
見
送

　

り
其
夜
を
右
カ
フ
オ
宅
江
帰
り
、
十
八
日
迄
止
宿
致
候
也
、

　

扨
十
八
日
伊
藤
様
其
外
右
連
名
之
者
同
道
ニ
而
ユ
ウ
ラ
ツ
フ

　

番
屋
迄
帰
り
、
其
日
七
ッ
時
過
ニ
右
ク
ン
ヌ
イ
山
奥
江

　

は
入
シ
、
連
中
此
日
同
所
ニ
同
宿
相
成
候
、
明
れ
ハ
十
九
日

　

一
統
ヤ
ム
ク
シ
ナ
イ
運
上
屋
方
ニ
止
宿
致
候
也

一
吉
田
様
へ
箱
館
御
出
ニ
付
、
何
々
荷
物
入
用
ニ
有
之
候

　

間
宰
領
致
各
々
様
下
拙
江
被
仰
付
、
四
月
廿
一
日

　

ヤ
ム
ク
シ
ナ
イ
ヲ
出
此
日
鷲
ノ
木
泊
リ
、
廿
二
日
大
野
泊
り
、
廿
三
日）

（（
（

　

箱
館
三
ッ
六
方
へ
着
致
、
翌
日
廿
四
日
荷
物
取
調
へ
ニ
付

　

休
息
致
候
也
、
明
レ
ハ
廿
五
日
此
所
出
立
ノ
積
リ
有
之
候

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



53

岡
田　

金
次
郎
蝦
夷
紀
行

　

処
、
其
夕
土
井
様
之
御
渡
り
と
申
越
ニ
付
、
廿
四
日
夜

　

四
ッ
時
ニ
三
ッ
屋
六
右
衛
門
方
へ
御
着
之
御
方
々
左
ノ

　

通
り

　

内
山
隆
佐
様　
　
　

奥
田
乙
右
衛
門
様

　

中
村
岱
輔
様　
　
　

鈴
木
順
次
郎
様

　

浅
山
禁
八
様　
　
　

伊
藤
禁
之
輔
様

　

山
岸
伊
三
次
様　
　

多
田
作
右
衛
門
様

以
下

　

藤
三
郎　
　
　
　
　

久
蔵

　

忠
兵
衛　
　
　
　
　

彦
吉

　

政
右
衛
門

上
下
拾
壱
人

  一
四
月
二
十
七
日
奥
田
様
・
治
右
衛
門
様
・
家
来
三
人
・
拙
者

　

同
道
ニ
而
ヤ
ム
ク
シ
ナ
イ
江
着
ニ
け
る
、

　

箱
館
出
立
廿
七
日
、
廿
九
日
此
所
ニ
着

一
四
月
晦
日
箱
館
出
立
、

　

内
山
様
其
外
様
五
月
二
日
ヤ
ム
ク
シ
ナ
イ
ニ
御
着
ニ
相
成
、
扨

　

爰
に
西
部
江
御
越
相
成
候
所
、
早
川
様
四
月
二
十
九

　

日
箱
館
江
御
着
ニ
相
成
、
是
又
御
同
道
ニ
而
ヤ
ム
ク
シ
ナ

　

イ
江
御
着
ニ
相
成
候
也
、
扨
又
此
所
ゟ
早
川
様
西
部
江

　

御
出
ニ
付
、
拙
者
・
又
七
・
與
右
衛
門
・
治
助
・
市
三
郎
・
治
右
衛

　

門
様
・
彦
吉
被
召
都
合
八
人
五
月
四
日
此
所
出
立
、
其
日

　

鷲
ノ
木
泊
リ
、
翌
日
五
日
大
野
、
六
日
木
古
内
泊
リ
、
七
日
江
刺

　

泊
リ
、
八
日
乙
部
泊
リ
、
九
日
熊
石
泊
リ
、
十
日
ク
ド
ヲ
番
屋
泊
リ
、
十
一
日

　

大
田
江
着
、
十
二
日
昼
過
山
見
分
致
、
十
三
日
此
所
ニ
逗
留
、
翌

　

日
十
四
日
此
所
ゟ
船
ニ
越
へ
此
日
熊
石
泊
リ
、
十
五
日）

（（
（

江
刺
泊
リ
、
十

　

四
日
木
古
内
泊
リ
、
十
七
日
箱
館
着

一
五
月
晦
日
、
夜
南
大
雨
風
ニ
而
暮
六
ッ
時
ゟ
明
ケ
七
ッ
時
迄

一
オ
ク
リ
カ
ン
キ
リ）

（（
（

奥
田
様
ゟ
薬
種
取
方
ヘ
行
聞
合
候
様

　

被
仰
聞
候
ニ
付
、
箱
館
五
十
嵐
方
ヘ
参
り
当
年
ハ
目
方
壱

　

両
ニ
付
七
百
文
位
、
通
例
五
百
文
位
、
扨
オ
ク
リ
カ
ン
キ
リ
ト
申

　

ハ
サ
ル
ガ
ニ
ノ
頭
ニ
有
玉
也

一
内
山
様
其
外
上
下
廿
七
人）

（（
（

六
月
十
六
日
四
ッ
半
時
伝
馬
船

　
江
御
乗
被
遊
過
様
出
帆
ニ
相
成
候
、
丑
ノ
方
風
ニ
而
宜
敷

　

日
和
ニ
相
成
候
、
翌
日
十
七
日
も
宜
敷
日
和
ニ
有
之
、
此
日
青

　

森
江
着
船
ニ
相
成
弥
ト
存
候
也

一
ア
メ
リ
カ
船

一
イ
キ
リ
ス
船

一
蒸
気
船

　

〆
四
艘
入
船
致
居
候
所

　
Scscyata okuyugi

　

K
ingiroo

　

dum
and in lysloop 

　

T
ur beyurlipi

　

金
次
郎
・
徳
兵
衛
・
市
五
郎
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六
十
巻
二
号

　

〆
三
人
宿
三
津
屋
六
右
衛
門
旅
籠
覚

　

六
月
十
六
日
夕
ゟ

　
　

徳
兵
衛
・
市
五
郎
、
場
所
行

　

十
八
日
昼
迄　

六
賄
ッ
ヽ

　

七
月
十
五
日
夕
分

　
　

サ
カ
ラ
ゟ
来
り

　

両
人

此
間
ヨ
リ

一
異
国
船
四
艘
、
内
壱
艘
蒸
気
船

　

箱
館
湊
ヘ
入
船
致
居
候
処
六
月
十
七
日
朝
四
ッ
時

　

弐
艘
出
帆
致
し
、
跡
弐
艘
も
追
々
出
帆

一
六
月
廿
七
日
、
昼
六
右
衛
門
青
森
よ
り
来
り

一
六
月
廿
八
日
、
古
手
箇
納
屋
屋
敷
ヘ
預
ケ

一
七
月
二
日
、
朝
四
ッ
時
ゟ
九
ッ
時
迄
大
雨
、
三
日
暁
七
ッ
時

　
　
　
　
　
　

迄
大
雨
、
三
日
山
嵐）

（（
（

大
吹

一
七
月
廿
三
日
九
ッ
時
ゟ
大
地
震
津
波
ニ
而
、
内
間）

（（
（

浜
・
川
・
外
潟

　

大
い
た
ミ
夫
ゟ
月
中
毎
日
少
々
宛
あ
る
也

一
八
月
十
一
日
夕
徳
兵
衛
・
市
五
郎
箱
館
出
帆
十
二
日
夕
迄
東

　

風
、
十
三
日
朝
ゟ
今
夜
中
大
南
風
、
十
三
日
夕
五
ッ
時
ゟ
八
つ
時
迄

　

大
雨
雷
鳴
ス
ル
也
、
十
四
日
朝
ゟ
ヒ
カ
タ）

（（
（

ニ
而
天
気
宜
敷
候

一
同
月
十
五
日
夜
九
ッ
時
出
帆
、
十
六
日
夕
方
迄
ニ
城
下
弁
天
よ
り

　

二
三
里
上
り
、
十
七
日
朝
五
ッ
時
ニ
吉
岡
江
立
戻
ス
、
翌
十
八
日

　

此
所
ニ
対
船
ス
、
翌
日
十
九
日
此
所
出
帆
此
日
東
風
ニ
而
大

　

島
辺
迄
上
り
、
廿
三
日
ゟ
北
風
ニ
而
、
廿
四
日
七
ッ
時
能
州
福
浦

　
江
入
船
い
た
し
、
翌
日
廿
五
日
、
六
日
、
七
日
此
所
ニ
滞
船
ス
、
廿
八
日
朝

出
帆

　

廿
九
日
昼
過
敦
賀
ヘ
着
船
ス）

（（
（

、
卅
日
高
佐
船
ニ
着
渡
致
ス
、

　

加
州
本
吉
菅
波
屋
清
助
方

　

越
中
伏
木
浦
江

）
（（
（

十
月
二
日
夕
入
船
到
ニ
付
、
御
荷
物
支
配
ニ
参
リ

十
月
八
日
出
立
、
此
夕
森
田
泊
り
、
九
日
小
松
浦
行
、
十
日
金
津
泊
り
、

上
り
十
九
日
朝
伊
藤
様
然
し
市
五
郎
伏
木
ヘ
出
立
ス

小
杉
村
奉
行                 

伏
木
肝
入　

彦
七
、
源
右
衛
門

昆
布
買
手　

和
田
屋
吉
吉

　

若
杉
屋
善
兵
衛　

板
本
八
兵
衛

　

〆
伏
木
宿　

氷
見
屋
利
右
衛
門
と
申

土
井
能
登
守
様
御
家
中　

御
役
附

御
家
老

　

小
林
元
右
衛
門
様　

大
生
仁
右
衛
門
様

御
目
附

　

奥
田
乙
右
衛
門
様　

石
川
順
次
郎
様

　

岡
田
求
様　
　
　
　

宮
崎
八
郎
治
様

御
年
寄

　

堀
三
郎
左
衛
門
様　

内
山
七
郎
右
衛
門
様

　

内
山
隆
佐
様
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岡
田　

金
次
郎
蝦
夷
紀
行

御
用
人

　

平
岡
伊
織
様　
　
　

岡
嶋
彦
左
衛
門
様         

　

田
村
斗
之
輔
様　

御
番
頭

　

岡
源
太
夫
様　
　
　

田
村
勝
馬
様

　

岡
與
三
右
衛
門
様

御
取
次

　

小
林
貢
様　
　
　
　

中
村
志
馬
様

　

三
宅
亘
様

御
留
守
側

　

牛
島
平
馬
様

御
物
頭

　

岡　

重
郎
輔
様　

横
田
権
之
進
様

　

浅
山
八
郎
兵
衛
様

六
月
十
四
日

一
壱
〆
百
文　
　

ナ
タ
二
丁　

仝

一
七
百
五
拾
文　

カ
マ
三
丁
同
人

一
蝋
燭
壱
箱　
　
　
　
　
　
　

仝

　

皆
掛　

弐
〆
百
九
拾
匁

　
　

内
弐
百
九
拾
匁　
　

風
袋
行

　

正
ミ

　
　

壱
〆
九
百
匁　

目
方
百
匁
ニ
付
五
拾
匁
ツ
ヽ

　

代
三
〆
八
百
文

箱
館
ゟ
ヤ
ム
ク
シ
ナ
イ
会
所
迄
五
里

大
野
村
四
リ　

宿
野
辺
四
リ
半　

鷲
木
村
迄
三
里
四
丁

落
下
雹
村
弐
里
半　

会
所
迄

本
吉
尾
山
屋
九
月
二
十
三
四
日
津
軽
十
三
里
浜
ヘ
命

助
り

　

名
く
わ
ん
丸
在
船
頭
親
子
放
生
津
ま
き
屋

　
箱
館
ゟ
三
リ　

有
川
村
江
半
リ　

三
ッ
谷
村
一
里
半　

茂
辺
地
迄
一
里

当
別
村
一
里
半　

釜
屋
村
迄
壱
里　

泉
津
村
二
里　

札
苅
村
一
里

木
古
内
村

是
ヨ
リ
山
越　

五
リ
行
テ
番
所
有
二
里　

湯
絶
迄
二
リ

其
松
部
一
里
半　

北
村
一
里
半　

五
勝
手
迄
半
リ　
　

江
差
迄
三
リ

乙
部
村　

小
茂
内
村　

突
府
村　

三
ッ
谷
村

蚊
柱
村　

桐
沼
内
村  

泊
り
川
村　

熊
石
村

〆
　
　

右
大
正
六
年
九
月
十
四
日
畑
金
次
郎
分
謄
写
ス
大
津 

印

註
　�「
大
野
市
史
藩
政
資
料
二
」
か
ら
引
用
の
「
北
蝦
夷
開
拓
始
末
大
概
記
」
は
「
開
拓
始

末
記
」、「
安
政
三
年
蝦
夷
地
行
諸
品
買
上
勘
定
帳
」
及
び
「
西
方
五
人
之
者
給
金
雑

用
勘
定
帳
」
は
共
に
、「
勘
定
帳
」
と
略
記
し
た
。
ま
た
、「
紀
行
」
の
文
中
に
括
弧
（　

）

で
補
足
を
し
た
。

（
１
）
安
政
三
年
三
月
四
日　

金
一
二
両　

大
樟
浦
庄
屋
佐
五
兵
衛　

小
樟
浦
庄
屋
八
右
衛

門
印
渡　

右
は
、
こ
の
度
蝦
夷
地
え
召
連
れ
候
水
主
四
人
手
間
代
内
貸
相
渡
「
勘
定
帳
」

（
２
）
三
月
九
日　

金
一
両
三
分　

大
樟
浦
庄
屋
佐
五
兵
衛
渡
、
右
は
大
樟
浦
よ
り
若
州
小
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六
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浜
え
船
二
艘
荷
物
積
入
送
り
代
「
勘
定
帳
」

　

三
月
九
日　

惣
督
及
び
奥
田
・
鈴
木
・
中
村
ノ
一
隊
ハ
江
戸
ヘ
出
、
浅
山
・
早
川
・
吉

田
等
ノ
一
組
ハ
小
浜
ヨ
リ
乗
船
、
北
海
航
渡
函
館
ニ
テ
出
会
ヲ
約
シ
南
北
ニ
分
ル
「
開

拓
始
末
記
」   

　
【
説
明
】
藩
政
時
代
大
野
か
ら
小
樟
・
大
樟
へ
の
交
通
路
は
通
常
大
野
、
大
宮
、
大
窪
（
大

久
保
）、
東
郷
、
浅
水
、
吉
江
、
織
田
、
小
樟
、
大
樟
の
順
路
で
あ
っ
た
。
信
書
や
物
資

も
こ
の
ル
ー
ト
が
使
わ
れ
た
。
ま
た
敦
賀
ヘ
の
陸
路
は
浅
水
か
ら
鯖
江
、府
中
、二
ツ
屋
、

木
の
芽
峠
、
新
保
、
敦
賀
で
あ
っ
た
。

（
３
） 

三
月
一
三
日　

金
一
分　

小
樟
浦
又
七
渡　

右
、
船
積
荷
物
小
浜
ま
で
送
り
越
候
節
、

　

風
波
荒
し
逗
留
に
付
、
与
内
（
割
増
分
）
と
し
て
相
渡 「
勘
定
帳
」

（
４
） 

同
一
八
日　

銀
四
匁　

水
主
市
五
郎
・
徳
兵
衛
両
人
初
日
別
宿
致
し
候
に
付
泊
代
。

　
　

二
〇
日　

金
二
両　

船
頭
長
三
郎
え
酒
代　

同
三
両　

水
主
一
三
人
の
者
え
右
同
断
。

　

  

右
は
小
浜
よ
り
松
前
城
下
迄
便
船
相
頼
み
候
に
付
、
同
所
志
水
源
兵
衛
船
頭
長
三
郎　

並
び
に
水
主
一
三
名
の
者
へ
御
酒
代

　
　

二
〇
日　

金
二
分
永
三
六
文
九
分   

志
水
源
兵
衛
并
船
中
え
出
船
祝
儀
と
し
て
酒
肴

買
調
遣
わ
す
。（
一
八
日
、
二
〇
日
共
に
勘
定
帳
）

（
５
） 

同
二
五
日　

金
一
分　

大
樟
浦
佐
五
兵
衛
下
さ
れ
、
右
は
浦
方
前
に
お
い
て
碇
降
ろ

し
候
節
同
勢
一
統
上
陸
休
息
さ
せ
候
に
付
、
茶
代
と
し
て
相
渡
。「
勘
定
帳
」

（
６
） 【
説
明
】
地
方
と
は
陸
地
の
方
角
の
意
。
江
戸
時
代
も
後
期
に
な
る
と
沖
乗
り
や
夜
間

航
行
が
行
わ
れ
、
航
海
日
数
の
短
縮
化
が
計
ら
れ
た
。
今
回
の
場
合
は
、
能
登
舳
倉
島

沖
か
ら
松
前
沖
大
島
ま
で
は
沖
乗
り
で
夜
間
航
行
で
あ
っ
た
事
が
分
か
る
。
風
に
乗
り

早
い
時
は
四
～
五
日
で
達
し
た
。

（
７
） 

四
月
朔
日
、
松
前
に
着
船　

金
一
両
一
分　

内
弐
百
疋 

船
頭
長
三
郎
へ
下
さ
る
。

三
百
疋
水
主
一
三
人
へ
下
さ
る
。
右
は
海
上
滞
り
な
く
松
前
へ
着
岸
ニ
付
、
祝
儀
と
し

て
船
頭
・
水
主
へ
お
酒
代
相
渡
す
。「
勘
定
帳
」

　

是
ヨ
リ
陸
路
二
宿
ヲ
経
函
館
ニ
達
ス
「
開
拓
始
末
記
」

（
８
） 

四
月
四
日 

①
金
二
朱
永
四
一
文
六
分
七
厘
わ
さ
び
買
い
入
れ
代
、
右
は
志
水
源
兵
衛

え
小
浜
着
の
節
、
差
し
遣
わ
し
候
代
銀
相
渡
す
。

　

②
金
二
両
二
分
二
朱
、
内
金
二
両
外
に
三
両
相
渡
し
置
き
都
合
五
両
小
樟
浦
又
七
、一
分

外
に
一
両
二
分
相
渡
し
置
き
都
合
一
両
三
分
宇
田
村
勘
助
、
二
朱
外
に
三
両
相
渡
し
三

両
二
朱
大
樟
浦
徳
兵
衛
、
右
は
給
金
の
内
前
依
願
相
渡
し
。「
勘
定
帳
」

　
【
説
明
】
松
前
藩
に
は
稲
作
地
は
な
く
、
無
高
で
あ
っ
た
。
藩
士
に
は
知
行
地
の
か
わ
り

に
ア
イ
ヌ
と
の
交
易
場
で
あ
る
「
場
所
」（
商
い
場
）
と
い
う
も
の
を
与
え
た
。
一
六
～

一
七
世
紀
か
ら
本
土
の
商
業
資
本
が
進
出
し
、
ア
イ
ヌ
へ
の
仕
込
み
資
金
貸
し
付
け
を

通
じ
、
や
が
て
「
場
所
」
を
商
人
が
請
負
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
漁
民
が
年
貢
と
し
て

納
め
る
鰊
や
昆
布
を
交
易
品
と
し
て
藩
財
政
を
ま
か
な
っ
た
。「
場
所
」
は
一
つ
の
広
さ

が
本
土
一
郡
、
と
き
に
一
国
ほ
ど
あ
り
、
数
は
八
五
カ
所
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
　

大
商
人
の
資
本
は
松
前
に
集
中
し
北
前
船
の
出
入
は
多
く
賑
わ
い
、
江
差
・
函
館
は

そ
の
半
分
に
満
た
な
か
っ
た
。
ま
た
松
前
は
京
や
若
狭
と
の
縁
が
深
く
、
城
下
町
の
伝

統
と
漁
民
の
労
働
と
で
支
え
ら
れ
て
い
た
（
司
馬
遼
太
郎
『
北
海
道
の
諸
道
』
朝
日
新

聞
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
９
）
当
時
の
函
館
戸
数
は
約
千
戸
・
人
口
四
、〇
〇
〇
人
で
あ
っ
た
。
遊
歩
地
は
日
米
和

親
条
約
付
録
で
周
囲
七
里
と
決
め
ら
れ
た
。
嘉
永
七
年（
一
八
五
四
）ペ
リ
ー
艦
隊
再
来
、

ペ
リ
ー
五
月
下
旬
函
館
見
分
の
際
の
印
象
は
、
湊
の
全
景
が
視
界
に
広
が
り
、
そ
の
安

全
性
と
広
さ
そ
し
て
出
入
港
の
し
や
す
さ
に
、
こ
こ
が
す
ば
ら
し
い
錨
地
で
あ
る
こ
と

に
驚
嘆
し
て
い
る
。
幕
府
直
轄
地
の
松
前
と
の
間
に
か
な
り
の
物
資
往
来
が
あ
る
。
幕

府
の
役
人
は
函
館
は
貧
し
い
と
強
調
す
る
が
、
こ
の
地
の
将
来
性
は
高
い
、
と
記
録
し

て
い
る
（
加
藤
祐
三
『
幕
末
外
交
と
開
国
』（
講
談
社
、
二
〇
一
二
年
）。

　
【
参
考
】
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
春
、
再
度
大
野
藩
早
川
弥
五･

中
村･

浅
山
外
二
〇

人
北
陸
道
を
通
り
蝦
夷
へ
見
分
に
行
、
そ
の
折
浅
山
八
郎
一
家
「
ヤ
ム
ク
シ
ナ
イ
」
在

住
す
る
こ
と
に
な
る
。
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
浅
山
八
郎
は
帰
藩
す
る
も
、
そ
の
子
、

太
八
郎
其
外
今
以
て
彼
の
地
に
在
住
す
、
と
あ
る
「
開
拓
始
末
記
」。
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岡
田　

金
次
郎
蝦
夷
紀
行

（
10
）
廿
三
日
江
戸
巡
り
惣
督
以
下
一
同
着
函
「
開
拓
始
末
記
」。

（
11
）
実
地
検
査
処
々
組
を
分
け
探
討
ヲ
窮
メ
ン
ト
ス
ル
モ
、
諸
山
雪
深
ク
川
々
水
長
漲
リ

陸
地
ハ
篠
竹
生
茂
リ
、
跋
渉
意
ノ
如
ク
ナ
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
、
惣
督
ハ
一
ト
先
帰
函
（
五

月
一
五
日
）。

　

吉
田
拙
等
ハ
猶
探
索
ヲ
要
シ
、
山
越
内
ヨ
リ
オ
シ
ャ
マ
ン
等
ヘ
抵い

た

リ
、
是
ヨ
リ
黒
松
、

内
越
、
シ
マ
コ
マ
キ
よ
り
寿す

都つ
つ

、
ヲ
タ
ヌ
ツ
、
礒い

そ

谷や

ヨ
リ
雷ら

い
で
ん電

（
岩
内
町
）
山
越
岩い

わ
な
い内

以
北
マ
テ
探
討
シ
帰
函
「
開
拓
始
末
記
」。

（
12
）
オ
ク
リ
カ
ン
キ
リ
（
カ
ニ
の
目
の
意
）
ザ
ル
ガ
ニ
類
の
胃
石
。
蘭
方
で
一
種
の
利
尿

剤
と
さ
れ
た
「
岩
波
広
辞
苑
」。
薬
の
目
方
、
一
両
は
四
匁
で
一
五
グ
ラ
ム
。

（
13
）
一
ト
先
一
同
帰
邑
の
事
ニ
決
シ
、
両
三
徒
相
残
シ
六
月
十
五
日
函
館
発
青
森
へ
着
船

ス
「
開
拓
始
末
記
」。

（
14
）
山
か
ら
吹
い
て
く
る
嵐
。

（
15
）
内
澗
は
現
在
の
函
館
市
末
広
町
な
り
、
函
館
市
の
中
央
に
位
置
す
る
。

（
16
）
ヒ
カ
タ　

と
は
「
日
方
」、
申
酉
（
西
南
西
）
の
方
の
夕
日
の
空
よ
り
吹
く
を
、
船

人
の
語
に
日
方
の
よ
ひ
よ
わ
り
と
い
ひ
て
晩
に
其
の
方
よ
り
吹
く
は
強
き
物
な
が
ら
、

暮
れ
過
ぎ
る
ほ
ど
に
は
か
な
ら
ず
よ
は
る
也
。
こ
の
風
は
越
前
の
外
に
て
も
日
方
と
い

い
、蝦
夷
で
も
云
う（
越
前
国
名
蹟
考
）。
現
在
で
も
使
わ
れ
て
い
て
解
釈
は
同
じ
で
あ
る
。

（
17
）
金
一
分　

大
樟
浦　

金
次
郎
渡　

八
月
一
五
日
函
館
出
帆
、
同
二
九
日
敦
賀
着
船
に

付
、
日
数
一
五
日
雑
用
相
渡
、
但
一
日
銀
一
匁
つ
ゝ
。「
勘
定
帳
」

（
18
）
金
七
両
二
分　

大
樟
浦
金
次
郎
渡　

三
月
よ
り
八
月
迄
給
金
、
但
一
ヶ
月
金
一
両
一

分
つ
ゝ
。

　

金
一
両
銀
一
〇
匁　

大
樟
浦
金
次
郎
渡　

九
月
二
八
日
出
立
大
野
え
召
し
出
し
候
節
、

日
数
五
日
、
一
〇
月
八
日
出
立
越
中
伏
木
浦
え
罷
越
、
同
晦
日
帰
村
日
数
二
三
日
、
都

合
日
数
二
八
日
分
手
間
代
、
但
一
日
銀
二
匁
五
分
づ
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

金
一
分
銀
四
匁
三
分　

右
同
断　

敦
賀
着
船
の
節
一
日
逗
留
ニ
付
一
泊
、
越
中
行
き

往
来
七
泊
代
〆
八
泊
旅
籠
一
泊
ニ
付
二
五
〇
文
づ
つ
。

　
　

銀
七
匁
八
分　

右
同
断　

敦
賀
帰
り
一
昼
飯
、
越
中
行
往
来
九
昼
飯
、
都
合
一
〇
昼

飯
代
相
渡
、
但
一
昼
飯
ニ
付
七
五
文
づ
つ
。「
勘
定
帳
」

図　北海道要図
注）『角川日本地名大辞典　北海道』を参考にした。
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『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）




